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1. はじめに 

組み込みシステムにおけるタスク間データ通信方式とし

て、μITRON で実装されたメッセージバッファというものが

ある。このメッセージバッファでは、送信されたメッセージを

メッセージバッファの保存領域に保存し、それを受信側タ

スクが受け取るという方法でデータ通信を行っている。しか

しながらこの方式では FIFO によるデータの受信しか行うこ

とができないため、リアルタイム性に問題が発生する場合

がある。 

2. 提案手法 

本研究では、上記の問題を解決するために優先度付き

メッセージバッファを提案する。提案方式では、保存するメ

ッセージに送信側タスクの ID を優先度として付与する。そ

してメッセージを受信する場合は、メッセージバッファに保

存されているメッセージの優先度が最も高いものを選択し

受信する。これにより送信順に関わらず優先度の高いメッ

セージから受信することが可能となる。またメッセージバッ

ファの構造を簡易化することで、より低資源な環境での使

用にも対応するものとした。これにより、優先度を加味した

タスク間データ通信を可能にする。 

3. 実装方法 

図 1 にメッセージの保存領域が 4 つの場合の優先度付

きメッセージバッファの構造を示す。今回提案する優先度

付きメッセージバッファは、メッセージとそれに対応する優

先度の保存領域と、受信待ちタスクの ID の保存領域の 3

つを持つ構造体である。メッセージと優先度の保存領域は

任意の数だけ確保できるものとし、受信待ちタスクの IDは1

つのみ保存するものとした。また、保存領域に空きがない

場合でのメッセージの送信と、保存領域が空の場合での 2

回目以降の受信では、各処理について失敗するのみで待

ち状態には移行しないこととした。 

 

図 1．優先度付きメッセージバッファの構造 

4. 検証 

本研究のシステムの検証は、保存領域に空きがある場

合でのメッセージの送信、受信待ちタスクが存在する場合

でのメッセージの送信、メッセージが保存されている場合

でのメッセージの受信、保存領域が空の場合でのメッセー

ジの受信の 4 つのパターンについて、送受信の各動作が

正しく実行されていることを確認するために、デバッグ時に

ウォッチを使用し各変数の変化を確認することで検証を行

う。 

5. 考察 

 複数のパターンで検証した結果、送受信の機能は問題

なく動作することが確認できた。また、優先度付きメッセー

ジバッファについての提案と検証を行う中で、メッセージの

保存や送受信に関しての異なる方式が考えられた。例え

ばメッセージの保存先を送信側タスク毎にあらかじめ決め

ておくことで、すべての優先度の送信側タスクが必ず 1 度

はメッセージを送信できるようにするというものである。この

方式では、低優先度のタスクが何度もメッセージを送信す

ることで、高優先度のタスクのメッセージが保存できなくな

るということがない。しかしながらこの方式では、各タスクの

メッセージの保存が 1 回ずつになるため、受信側タスクが

複数存在する場合メッセージの送信が間に合わない可能

性がある。このような現在とは異なる方式が複数考えられる

ので、今後これらの方式との比較を行い、よりリアルタイム

設計に適した方式についての検討をすることが今後の課

題であると考える。 

6. まとめ 

本研究では、優先度に基づくタスク間データ通信を実現

するために、優先度付きメッセージバッファの提案と検証を

行い、各動作が問題なく実行されていることが確認できた。

今後はメッセージの送受信や保存についての今回とは異

なる複数の方式ついて実装や考察を行い、今回の実装方

法と比較することで、よりリアルタイム設計に適した方式に

ついて検討する必要がある。 
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